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1.はじめに
は自然言語処理研究の大きな目標の1つであり,これまでに,様舟

な対話システムの開発【11[2][3]が行われてきた.実際の自然言語対

人間と自然に対話できる自然言語対話システムを実現すること 話システムの構築における問題の1つとして,入力文の単静間依
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存関係が角畔 出来ないことから,表層の依存関係がそのまま意味

表現に現れてしまうことが挙げられる･これにより,入力文の多

棟性が,意味表現の多棟性に直結してしまい,意味表現からそれ

が表す意味内容を識別することは困難である･この間題を解決し,

問題解決に必要な情報を抽出する意味解析技術の実現が重要であ

る【41.

本稿では,こうした意味解析の困難を解決する1つの方法とし

て,依存関係で結ばれた意味表現間で,互いに意味的な対応関係

を持つ属性表現を同定し,係り側 の属性の属性値と受け側の対応

する属性の属性値との間で相互に属性値を伝搬することによって

当該依存関係の解釈を行う方法を提案する.

2.基礎的考察

2.1.放念間依存隣保表現を圧縮した意味表現
意味解析の困難をもたらす要因の1つは,入力文の単語間依存

関係を解釈することが出来ないということにある.このために,

表層の依存関係がそのまま意味表現に表れてしまい,意味表現の

構造が意味毎に-定しない.また,同一の意味内容を表す場合で

も,意味表現の形態は,表層文と同じように多様に変化してしま

い,意味表現の多棟性に直結してしまう.それにより,意味表現

からそれが表す意味内容を識別することが極めて難しい.そこで,

このような困華を回避するために,我利ま,

･見かけ上依存関係の表現を圧縮して鳳性概念の中に繰り込み,

･残った依存関係部分に関しては,意味によって変動しない共通

の概念が支配する依存関係のみにする,

意味表現の検討を進めている【5】【句.

任意の述語とその連用修飾成分は,｢断定｣の述語 ｢(で)ある｣
を述語とする表現-の同義変形を利用することで,｢属性-値｣の

形式で統一的に表現することが出来る.これにより,意味表現中

に現れる依存関係を,述語によらず ｢==｣(｢断定｣の述語 ｢(で)
ある｣)が支配する依存関係と,｢値｣と ｢値｣が参照する意味表

現の間のポインタのみに限定できる.｢断定｣の述語を除く-般述

語耽念とそれを修飾する連用修飾成分の意味表現を,図1に表す.

現象属性1 〔和博価]修飾
現象属性2 [知帝価]鰭節
■●◆

属性限定旬 [Ⅳ工L]億節価

宅嗣概念JS現象属性 3 【即織価]憾肺個
名執概念JS現象属性4 【知輔個]憶肺価

■●●名飼概念JS実体属性 1 [知輔伸コ億肺価

名飼概念JS実体属性2 [知織偶】憾肺借◆

●◆名鯛概念JS属性梶定旬 【ⅣⅠL】億姉価

名飼概念K

●●◆名南概念JS実体属性5 【知繊価コ催肺偶

●■●名鞠概念JS属性限定旬 [ⅣⅠ.Lコ億肺価

[知轍碓]憾肺僧

図1:-般述語概念を-ツドとする意味表現例

述語概念意味表現は, -ツドに ｢現象概念名｣,｢マーカ類｣を

記述する.｢マーカ類｣は,助動詞類 (時制,楓 否定を含む)の

意味を表す.｢属性 属性値｣の組を属性表現と呼ぶ.述許放念意

味表現を構成する鼎性は,

･｢述語概念m格nJの形に分解される現象鳳性

･副 詞等の意味表現-頂ポインタを格納する 個 性限離 コ｣属性

からなる.また,鳳性値は,｢[知織憤〕修飾胤 という形式で衆
される.｢知職健｣は,その概念の憩味として静粛に配戟されてい

る値を渡し,r修飾値｣は,文の連用 ･連体修飾成分で指定された
値を表す.尚,本窓昧衆現形式では,全ての述鰭を ｢断定｣に変

換し,これを陽に寮現しないため,室略名綱-で格風洞の対を 性

格名詞放念 [NILコで格名綱概念｣ という属性衆現で表す.

他の連用成分の衆現は-竹K-股の避雷綱紀念と同様に衆す.

名詞概念意味表現は, 単純に紀骨で発現離 路 値軌忠を除く名

詞概念の意味を凝視する.名開放敦を構成する属性は,

･鳩 雷覗捻 pS策体属性q｣ "S"は 晒 包｣の rの｣を表す.
･｢名詞概念pS現象属性r｣
･その名詞概念を修飾する形容綱等の潜味嚢現-のポインタを修

飾値に格納する 鳩 翻艶恕pS鳳性限麗句｣属性

･名詞概念を修飾する連体修飾節甲の述猶概念斎昧衆現へのポイ

ンタを修飾値に格納する 鳩 開概念pS連体修飾部｣属性

からなる.本藩味寮税源式では,属性兼現を束ねて全体に概念名

を付与した形式を持つ.このため,鳳性概念馨味親現においては,

鳳性表現における ｢属性｣ と,牽現全体に仲冬される概念名とが

重複する.そこで属性衆現の鳳性の位置に 禰̀ ''を置くことで,

重複を避けている.

以上の禽味表現形式によって,任藩の密味衆現同士の属性を単

位とした位置づけを可能にし,節密味衆現を文脈,知織上に対応

づけることが可能となる[7].しかし,依然として属性表現の｢健｣

と r値｣が参照する意味表現との間の依存関係は残っている.こ

の依存関係の働きにより,係る側の概念の属性と,受け側の概念

の属性との間に,意味的に時価で健の相互藤照が可能となる関係

(以下,これを意味的対応関係と呼ぶ)が生じる.この意味的対

応関係をどのように解釈すべきかを検酎する.

3.概念間依存関係の解釈

本節では,単文もしくは節の密味表現を構成する軌食間依存関

係の解釈手順を述べる.

3.1.述簿旬/節の解釈

3.1.1.｢名詞句-格助詞一連衝｣の解釈

述語意味表現と,それを修飾する連用修飾成分意味表現との間

の依存関係の解釈について述べる.例えば,｢法政大学は,小金井

にある｣という文の意味表現は図2ようになる.

存在1主体 【NILユ怯撒大学
存在1場所 [NIL】小金井
存在 1時慮 【NILIN工L
●■l●

属性限定旬 【NIL]N工L

■徳政大学
法政大学S存在2場所伸金井市梶野町ユⅣIL

■小金井

図2:意味表現例 ｢法政大学は,小金井にある｣

意味表現 ｢睦政大学｣には,｢所在地｣｢設立時期｣等の ｢接政大

学｣に関する知織が属性表現によって記述されている.｢披政大学

S存在2場所｣属性は,｢牲政大学の存在2場所｣-｢捷政大学が
存在する場所｣という ｢連体修飾節一風性名詞｣の形の意味を表
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す.即ち,この表現は ｢存在｣現象を核に,｢法政大学｣との格関

係として ｢主格｣関像 ｢場所｣との格関係として ｢場所格｣関係

の2つの格関係を内包している.このことより,

｢法政大学S存在2場所 [小金井梶野町]NIL｣
という属性表現は,

｢存在2場所 [小金井梶野町]NIL｣,
但し,｢存在2主体 [NIL]法政大学｣

という属性表現の組と意味的に等価である.従って,｢法政大学

S存在2場所｣属性は,｢法政大学｣が ｢ある (存在 1)｣に主格
で係る場合に限り,｢存在 1｣意味表現中の ｢存在1場所｣属性と

の間に意味的対応関係が発生し,互いに置き換え可能な情報を伝

達する.

一般に,述帝政念意味表現Aにおいて,修飾値がポインタ値で

ある1つの属性表現ZAに着目したときに, 修飾値のポイント先

名詞概念意味表現Bの属性表現に,AのZA以外の属性表現と概

念的に同一もしくは上位下位カテゴリに属する属性が存在し,且

つ,値が整合 (後述)した場合,その属性表現の組の対は,互い

に意味的対応関係にある.

実際に依存関係を解釈する場合,現象放念意味表現の トップの

述語意味表現Aに著目し,すべての現象属性Rの修飾値を調べる.

修飾値にポインタ値がある場合,Aの現象属性にポイント先意味

表現NMiの属性表現の先頭からRに概念的に同一もしくは上位

下位カテゴリに属する非NIL値を持っ属性表現Qmを探し,R

側の属性値とQm側の属性値が,

･互いに概念的に同-もしくは上位下位カテゴリに属する

･同一単位の値である

･一方もしくは両方の値が ｢NIL｣である

･一方の値が疑問を表す r?｣である

等に該当する場合 (以下,これを整合と呼ぶ),Qm側の知識値を

Aの対応する属性の修飾値に代入することで依存関係の解釈が行

われる.このように,依存関係の解釈を行い意味的対応関係にあ

る属性間で属性値の伝搬を行うことにより,入力文意味表現の修

飾値とそれに対応する知識値との比較による入力文の真偽判定や,

疑問詞 ｢?｣を修飾値に持つ属性と意味的対応関係にある属性表

現の属性値を伝搬 し,回答の取得を行うことが出来る.

3.I.2.r副詞類-連絡｣の解釈
副詞,連用形形容詞,連用形形容動詞を副詞類と呼ぶ.副詞類

の意味は,それらが修飾する述語が内包する属性の内,副詞類の

意味が内包する属性に対応する特定の属性の値を限定する働きを

持つ.副詞類意味表現は,｢現象属性又は実体属性 属性債｣とい

う形式の属性表現で表される.例えば,｢ゆっくり移動する｣の意

味表現は図3のようになる.

移凱 移動1

伊野i五体 LNlLJ♪HL .I-LII■■ヽヽ

移動l起点 [NIL]NⅠL
___1終点 [ⅣユLコⅣ王1

~､､←,蒜 表 れ ,.師 Ll桝 くり

静軒1三体 LNエLJⅣⅠL
移静1位点 ･[NILINⅠL
拓也l終点 lNユLINIL
移♯1適度 lNIL]-

図3:意味表現例 ｢ゆっくり移動する.｣

rゆっくり｣意味表現中の ｢速度｣属性が, それと同一もしくは

上位下位カテゴリに属する ｢移動1｣意味表現内の ｢移動速度｣

属性と対応づけられ,｢移動速度｣属性の修飾値に,｢ゆっくり｣

中の知識値 r-｣を上書きすることで依存関係の解釈が行われる
(図3着).

一般に,述語概念意味表現Aの｢属性限定句｣属性の修飾値に,

副詞類意味表現へのポインタ値が格納されている場合,ポイント

先副詞類意味表現AVMの属性表現と放念的に同-もしくは上位

下位カテゴリに属するAの属性を探索し,対応した属性表現の修

飾値にAVMの属性表現の知識値を代入することで依存関係の解

釈が行われる.

3.2.名詞句の解釈

3.2.I.｢連体修飾節-名詞｣の解釈
連体修飾意味表現は,-ツド名詞概念意味表現の｢名詞概念等連
体修飾節｣属性の修飾値に,連体修飾節を構成する述語意味表現

-のポインタを格納することによって構成される.ポイント先の

述語意味表現の連体修飾節の格穫別に対応した属性表現に,修飾

値として "*"が格納されている.これは英語の関係代名詞に相

当する-ツド照応代名詞概念を表す.

連体修飾節の解釈は,`̀*''が照応する-ツド名詞概念意味表現

をコピーし,その意味表現-のポインタを `̀*''に上書きする.

これにより,連体修飾節を単文と見なすことが出来るので,3.1節

の述語句の解釈を実行する.その結果をコピー元の-ツド名詞概

念意味表現の修飾値に代入することで依存関係の解釈が行われる.

3.2.2.｢連体助詞句1名詞｣の解釈
連体助詞句は,名詞と名詞の係りを仲立ちする働きを持つ.ま

た,｢名詞句-連体助詞｣の意味は,連体修飾節の形で言い換える

ことが出兎 意味の解釈も連体修飾節の解釈方法を基本に考える

ことが出来る.促し,連体助詞の場合,係りを受ける手と係って

いく手の2本の手のみを持っため,節内の述語が2つの格名詞句

成分からの係りだけを持つ連体修飾節と等価である.

｢連体助詞句-名詞｣表現には,主として以下のタイプがある.

(1)実体概念名詞句-連体助詞-実体概念

例 :｢Aさんの車｣の藤倉,｢Aさんの所有している車｣とい う

意味を表す.依存関係の解釈は,r車1｣意味表現中の ｢車l
S所有1主体｣属性の "S"が意味する格関係は r対象｣格で
あるので,この鳳性表現の修飾値であるポインタのポイント先

意味表現 ｢Aさん｣において,述語概念 r所有｣,格 ｢対象｣

と同一もしくは上位下位カテゴリに属する属性表現を探すと,

｢Aさん等所有2対象｣属性を見つけることが出来る.この知
識値 ｢車2｣が ｢車1｣と放念的に同-カテゴリに属するので,

意味表現 ｢車2｣の属性値を ｢車1｣意味表現の各修飾値に代

入し,新しい ｢車lJ意味表現を生成することで行う.これに

より,｢車1｣が,｢Aさん｣意味表現中に知識として記述され

ているAさんが所有する ｢車2｣意味表現と対応づけられ,-

股的な名詞概念であった ｢車1｣が特定の ｢車｣であることが

解釈される.

一般に, 名詞句意味表現の-ツド名詞概念意味表現Eの着目

属性 鳩詞概念HS述語概念i格jJにおいて,名詞耽餌 と
述語概念iとの格関係を読み取り,その格関係が格kで表され

るとする.着日属性の修飾値のポイント先意味表現NMにおい

て ｢名詞概念NS述語概念i'格k'｣を持つ属性を探す.こ

こで,述語耽缶i'は述語概念i,格k'は格kと同一もしく

は上位下位カテゴリに属する属性耽念を表す.その属性を取得

属性とし,知識値にHと同-もしくは上位下位カテゴリに属す
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る名詞概念意味表現-のポインタ値を持つかを調べ･持つ掛合

はポイント先意味表現の各属性における属性値をEの修飾値

に代入することで依存関係の解釈を行う･

(2)実体属性概念名詞句-連体助詞-実体概念

例 :｢赤い色の車｣の場合,｢赤に等しい色を内包する車｣とい

う意味を表す.依存関係の解釈は,｢色1｣意味表現内の属性

表現 ｢# [赤]NIL｣を ｢車1｣意味表現の対応する ｢車

1S色｣展性に対応づけ,知識値 ｢赤｣を修飾値に代入し,節

しい ｢車1｣意味表現を生成することで行う.

一般に,名詞句意味表現の-ツド名詞概念意味表現Eの ｢属

性限定句｣属性における修飾値のポイント先意味表現NMに着
日し,NMの属性名詞概念Nと放念的に同一もしくは上位下位
カテゴリに属する属性をEの属性から探し,NMの ｢#｣属性
の知識値を対応した属性の修飾値に代入することで依存関係

の解釈を行う.

(3)部分実体概念名詞句ー連体助詞-実体概念

例 :｢短いしっばの猫｣の場合,｢短いに等しい長さを内包する

しっばを内包する猫｣という意味を表す.依存関係の解釈は,

｢猫1｣意味表現中の ｢猫lS属性限定句｣属性の修飾値 ｢し

っぽ2｣のポイント先意味表現と同-もしくは上位下位カテゴ

リに属する ｢猫1｣意味表現内の ｢猫lS部分｣属性の知識値

｢しっぽ1｣のポイント先意味表現に対し,｢しっぽ2｣意味

表現を対応づける.これにより,｢しっぽ2｣の属性値を ｢し

っぽ1｣の修飾値に代入し,新しい ｢しっぽ1｣意味表現を生

成することで行う.

一般に,名詞句意味表現の-ツド名詞放念意味表現Eの ｢属

性限定句｣属性の修飾値のポイント先意味表現NMに着目し,
Eの ｢部分｣属性の知識値中にNMの属性名詞概念Nと概念的
に同一もしくは上位下位カテゴリに属するポインタ値を探す.

NMの各属性値をポイント先意味表現の各属性の修飾値に代
入することで依存関係の解釈を行う.

(4)実体概念名詞句-連体助詞-実射現象属性概念

例 :｢Aさんの身長｣の場合,｢Aさんが内包する身長｣という

意味を表す.依存関係の解釈は,｢身長1｣意味表現中の ｢身

長lS内包主体｣展性の修飾値である ｢Aさん｣のポイント先

意味表現に着目する.着目意味表現内の属性表現から｢身長1｣

と同-もしくは上位下位カテゴリに属する属性を参照し, その

属性値を ｢身長1｣の ｢#｣属性の修飾値に代入し,新しい ｢身

長1｣意味表現を生成することにより行う.

-般に,名詞句意味表現の-ツド名詞概念意味表現Eの ｢内

包主体｣属性における修飾値のポイント先意味表現NMに着日
する･Eと概念的に同一もしくは上位下位カテゴリに属する属

性をNMの属性表現から探し,その属性値をEの ｢#｣属性の
修師隈に代入することで依存関係の解釈を行う.

(5)実体概念名詞句-連体助詞一部分実体放念

例 :｢猫のしっぽ｣の場合,｢猫が内包するしっぽ｣という意味

を表す･依存関係の解釈は,｢しっぽ1｣意味表現中の ｢しっ

ぽlS内包主体｣属性 (｢しっぽ1｣の持ち主を表す)の修飾

値である ｢猫1｣意味表現内の ｢猫lS部分｣属性の知識値か

ら･｢しっぽ1｣と同-もしくは上位下位カテゴリに属する値

｢しっぽ2｣を探し対応づけ,｢しっぽ2｣の属性値を ｢しっ

ぽ1｣の修飾値に代入し,新しい ｢しっぽlJ意味表現を生成
することにより行う.

-磯に,郡 司句意味表現の-ツド那 珂概念藩味袈現Eの 晒

包主体｣属性の修飾値のポイント先藩味衆現NMに潜目する.
NMのヘッド実体概念をNとし,NMの rNS部分｣属性の知
識値の中で,Eの実体概念と概念的に間-もしくは上位刊立カ

テゴリに属するポインタ値を探す.そのポイント先潜味来観の

各属性における鳳性値をEの対応する属性の修飾値に代入す
ることで依存関係の解釈を行う.

(6)実体概念名詞句-連体助詞一現象概念

例 :｢対話システムの開発｣の勝倉,連勝句窓味薮現と同型で
ある.このため,このタイプの各綱句の依存関係の解釈は,3.I

節の述語句意味表現の解釈と同様に行うことが出来る.｢開発

1｣意味表現中の ｢開発1鮮魚｣属性の修飾値である ｢対話シ

ステム1｣意味表現に着日する.この藩味薮現内の r対緒シス

テムlS開発2主体｣属性は,r開発 1｣の r閑散 1主体｣属

性と意味的対応関係を持ち,鳳性健を伝搬できる.

(7)現象概念名詞句-連体助詞一現象属性概念

例 :｢出発の時刻｣の場合,｢出発が内包する時刻｣という藩味

を表す.依存関係の解釈は,｢時刻1｣藩髄寮現中の ｢時刻l

S内包主体｣鳳性の修飾値のポイント先密味衆現 ｢出発日 に
着目する.この意味表現の ｢時刻1｣と間-もし(は上位下位

カテゴリに属する属性を探す.その修飾健を ｢時刻 1｣自動

即ち ｢#｣の修飾値に代入し,新しい ｢時刻 1｣密味寮現を生

成することにより行う.

一般に,名詞句意味表現の-ツド名詞概念密味表現Eの ｢内

包主体｣属性における修飾値のポイント先潜味衆現NMに者目
し,NMの属性表現からEと概念的に同-もし(は上位下位カ
テゴリに属する属性を探す.その健師値をEの ｢#｣属性の修

飾値に代入することで依存関係の解釈を行う.

(8)償概念名詞句-連体助詞-実体放念

例 :｢100円のラーメン｣の像倉,備耽忠である ｢100円｣

は直接 (部分)実体概念を限定することは出来ない.よって,

これを ｢価格が100円のラ-メン｣という表現において ｢価

格が｣が省略された形であると見なす.これにより,(2)の

タイプの名詞句と同型な意味表現となるため,これと同様の意

味解釈処理を行う.この場合,単位 ｢円｣等から ｢価格｣鳳性

を推定し属性表現 ｢# [100円]NIL｣を持つ ｢価格1｣

意味表現を生成する.この属性表現を,rラーメン1｣唐味表現

の対応する ｢ラーメンlS価格｣属性に対応づけ,｢100円｣

を修飾値に代入し,新しい｢ラーメン1｣意味表現を生成する.

(9)値概念名詞句-連体助詞-実体属性概念

例 :｢1kgの重さ｣の場合,｢1kgに等しい麓さ｣という窟

味を表すので,本意味表現では,依存関係は陽に表れない.従

って,依存関係の角蹄は 不要となる.

3.2.3.｢形容弼掛→名詞Jの解釈

連体形形容詞,連体形形容動詞,連体詞を形容嗣類と呼ぶ.形

容詞類の意味は,それらが修飾する名詞が内包する属性瑚札 形

容詞類の意味が内包する属性に対応する特定の属性の値を限定す

る働きを持つ.形容詞類意味表現は,｢現象属性又は実体属性 属

性値｣という形式の属性表現で表現される.

例えば,｢大きな赤い車｣の意味表現は図4のようになる.
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豊1

_阜l_S色 【Ⅳエム】赤
王1S形 【N工LユNIL
壬lS舶 [NⅠLINIL

卓lSサイズ 【N王Lユ++

図4:意味表現例 ｢大きな赤い車｣

｢大きい1｣意味表現中の ｢大きさ｣属性が,それと同一もしく

は上位下位カテゴリに属する ｢車1｣意味表現中の ｢車lSサイ

XJ属性と対応づけられ,その修飾値に ｢大きい1｣意味表現の

知識値 ｢++｣が代入される.また,同様に ｢赤い1｣意味表現

中の ｢色｣属性が,｢車1｣意味表現中の ｢車lS色｣属性と対応

づけられ,その修飾倍に ｢赤い1｣意味表現中の知織値 ｢赤｣を

代入することにより依存関係の解釈を行う (図4着).

一般に,名詞放念意味表現Eの ｢名詞概念HS属性限定句｣属
性の修飾値のポイント先形容詞頼政念意味表現ADMに着日する.

名詞概念意味表現の属性表現内にADMに記述されている属性と

同一もしくは上位下位カテゴリに属する属性を探し,その属性の

修飾値にADMの知識値を代入することで依存関係の解釈を行う.

4.依存関係の解釈例

これらの依存関係の解釈方法をふまえて,実際にどのように依

存関係の解釈を行っていくのかを,図5の意味表現例 ｢Aさんが

購入した赤い車の価格はいくらか｣を用いて処理の詳細を述べる.
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図5:意味表現例 ｢Aさんが購入した赤い車の価格はいくらか｣

艶 .解釈対象 ｢Aさんが購入した赤い車の価格はいくらか｣
⇒3.I.I.

解釈対象の意味表現に対して,連絡句の解釈を行うために,まず,

-ツドの ｢断定1｣意味表現に係る名詞句もしくは副 詞類の解釈

を行おうとする.この例では,｢断定対象属性｣(述語 ｢(で)あ

る｣の主格名詞に対応する鹿性)に r価格1｣意味表現が係って

いるので,これに着目し, 名詞句の解釈を行う.

姓 .解釈対象 ｢Aさんが購入した赤い車の価格｣⇒3.2.2.(4)
解釈対象の意味表現に対して,名詞句の解釈を行うために,まず,

-ツドの ｢価格lJ意味表現に係る連体修飾節,連体助詞句,形

容詞類の解釈を行おうとする.この例では,｢価格lS内包主休｣

属性に ｢車2｣意味表現が係っているので名詞句の解釈を行う.

姓 .解釈対象 ｢Aさんが購入した赤い車｣⇒3.2.

解釈対象の意味表現に対して,名詞句の解釈を行うために,まず,

-ツドの r車2｣意味表現に係る枝の解釈を行おうとする.｢車

2番属性限定句｣属性に｢赤いlJ意味表現が係っているので形

容詞類の解釈を行う.

塾 .解釈対象 ｢赤い車｣⇒3.2.3.

解釈対象の意味表現に対して,形容詞類の解釈を行う.形容詞類

概念意味表現 ｢赤い1｣における｢色｣属性が,それと同一もし

くは上位下位カテゴリに属する｢車2｣意味表現中の｢車2番色｣

属性と対応づけられ,その修飾値に｢赤いlJ意味表現の知敵鮭

｢赤｣を代入する,これにより,形容詞類の解釈を終了し,解釈

結果を ｢車2｣の解釈に返却する.

ヨ肇迫.解釈対象 ｢Aさんが購入した赤い車｣

判瞬3.で着目した ｢車2｣の解釈に戻る.-ツドの ｢車2｣意

味表現に係る次の枝の解釈を行おうとする.r車2番連体修飾

節｣属性に ｢購入2｣意味表現が係っているので,連体修飾節の

解釈を行う.

姓 .解釈対象 ｢Aさんが購入した車｣⇒3.2.I.

解釈対象の意味表現に対して,連体修飾節の解釈を行う.-ツド

の ｢購入2｣意味表現の ｢購入2対象｣属性に"*"が存在する

ので,"*"が照応する-ツドの r車2｣意味表現をコピ- (以

後,｢車2'｣)し,その意味表現へのポインタを "*"に上書き

する.これにより,解釈対象の連体修飾節をrAさんが車を購入

した｣という単文に見なすことが出来るので,述語句の解釈を行

う.

姓 .解釈対象 rAさんが車を購入した｣⇒3･LL

解釈対象の意味表現に対して,述語句の解釈を行うために,まず,

-ツドの｢購入2｣意味表現に係る枝の解釈を行おうとする.r購
入2主体｣属性に｢Aさん｣意味表現が係っているので名詞句の

解釈を行う.

丑堕且.解釈対象 ｢Aさん｣

解釈対象の意味表現に対して,名詞句の解釈を行うために,まず,

ヘッドの ｢Aさん｣意味表現に係る枝の解釈を行おうとする.属

性表現中にポインタ値が存在しないので,係る枝がないと判定さ

れる.よって,名詞句の解釈を終了し,解釈結果を ｢購入2｣の

解釈に返却する.

数 .解釈対象 ｢Aさんが車を購入したl

羽頃7.で着目した｢購入2｣の解釈に戻る.-ツドの｢購入2｣

意味表現に係る次の枝の解釈を行おうとする.｢購入2対軌 属

性に ｢車2'｣意味表現が係っているので名詞句の解釈を行う･

羽幌10,解釈対象 ｢車2'J

羽幌8.の解釈と同様に,属性表現中にポインタ鮭が存在しない

ので,係る枝がないと判定される.よって,名荊句の解釈を終了

し,解釈結果を ｢購入2｣の解釈に返却する.

迎 ユ.解釈対象 ｢Aさんが車を購入したJ
羽頃7.で着日したr購入2｣の解釈に戻る.-ツドのr購入2｣

意味表現に係る次の枝の解釈を行おうとするが,按が存在しない･

よって,｢購入2｣に係る枝の解釈を終了する.次に,解釈対象
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の意味表現に対して遜語句の解釈を行う,｢購入2｣意味表現に

おける ｢購入2主体｣属性に ｢Aさん｣意味表現が係っている･

係り先の ｢Aさん｣意味表現の属性表現の先頭から ｢購入2｣意

味表現の属性表現と概念的に同-もしくは上位下位カテゴリに

属する非NIL値を持つ属性表現があるかを探す.これにより,

意味的対応関係にある属性の組として,

Ir購入2｣:｢購入2対象｣令｢Aさん｣:｢AさんS購入1対象｣
･｢購入2｣:｢購入2価格｣令 ｢Aさん｣:｢AさんS購入1価格｣
が見つかる.この組の属性値の比較を行う.

手順12.解釈対象 ｢Aさんが購入した｣⇒3.1.I.

｢購入2｣意味表現における｢購入2対象｣属性の修飾値｢車2'｣

と ｢Aさん｣意味表現における ｢AさんS購入1対象｣属性の知
識値 ｢車3｣の比較を行う.｢車2'｣と ｢車3｣は概念的に同-

カテゴリに属し,且つ,各属性の値が整合する.これにより,｢車

3｣意味表現の知織値を｢車2'｣意味表現の修飾値に代入する.

次に,｢購入2価格｣属性の修飾値 ｢NIL｣と ｢Aさん等購入
1価格｣属性の知織値 ｢3百万円｣の比較を行う.｢NIL｣と

｢3百万円｣はポインタ値ではないので直接値同士の整合性を判

定し,両者は整合することがわかる.これにより,｢AさんS購
入1価格｣属性に知識値 ｢3百万円｣を代入しようとするが,す

でに同一の ｢車3｣意味表現の知敵値 ｢3百万円｣が代入されて

いるので値の代入を行わずに終了する.

手順13.解釈対象 ｢車を購入した｣⇒3.I.I.

手順7.で着目した ｢購入2｣の解釈に戻る.-ツドの ｢購入2｣

意味表現における ｢購入2対象｣属性に ｢車2'｣意味表現が係

っている.手順11.と同様に意味的対応関係にある属性表現を

探す.これにより,意味的対応関係にある属性の組として,

･｢購入2｣:｢購入2主体｣令 ｢車2'｣:｢車2'等購入4主体｣

･｢購入2｣:｢購入2価格｣令 ｢車2'｣:｢車2'S購入4価格｣

が見つかる.しかし,｢車2'｣意味表現における意味的対応関係

にある属性の知識値が ｢NIL｣なので,値の伝搬は行わずに終

了する.

手順14.解釈対象 ｢Aさんが購入した車｣

以上で,述語句の解釈を終了し,手順6.の連体修飾節の解釈に

戻る.手順7.から手順13.までの解釈結果をコピー元である

ヘッド名詞概念意味表現 ｢車2｣の修飾値に代入する.これによ

り,連体修飾節の解釈を終了し,解釈結果｢車2｣意味表現を｢価

格1｣の解釈に返却する.

剥 頃15.解釈対象 ｢Aさんが購入した赤い車の価格｣

手順2･で着目した ｢価格1｣の解釈に戻る.-ツドの ｢価格2｣

意味表現に係る次の枝の解釈を行おうとするが,係る枝が存在し

ない･よって,｢価格2｣に係る枝の解釈を終了する.次に,解

釈対象の意味表現に対し,名詞句の解釈を行う.返却された ｢車

2｣意味表現中で,属性概念 ｢価格1｣と概念的に同-もし(紘

上位下位カテゴリに属する属性を探す.これにより,｢車2番購

入4価軌 属性が見つかる.この修飾値 ｢3百万円｣を ｢価格1｣

における,｢#｣属性の修飾値に代入する.よって, 名詞句の解

釈を終了し,解釈結果 ｢価格1｣意味表現を返却する.

手順16.解釈対象 ｢Aさんが購入した赤い車の価格はいくらか｣

朝原1･で着目した ｢断定1｣の解釈に戻る.-ツドの ｢断定1｣

意味表現に係る次の枝の解釈を行おうとするが,係る枝が存在し

ない･よって,｢断定1｣に係る枝の解釈を終了する.次に,解

釈対象の意味表現に対し,述酌 の解釈を行う.返卸された ｢価

格1｣意味表現における,｢#｣鳳性の修飾値 ｢3百万円｣を ｢断

定1｣の ｢断定対象属性｣である ｢価格 1｣属性の修飾値 ｢?円｣

に代入する,これにより,すべての依存関係の解釈を終了する.

以上の依存関係の解釈により新たに生成された意味表現は図6

のようになる.

疑問 断定1

# 〔N工L]3 円

図6:依存関係の解釈稜の密昧表現

これにより,｢?｣に対応する回答値を取得することが出来る.

以上に示したように,依存関係の解釈を行うことで,意味表現

中に散在している情報をトップの述簿概念意味表現とそれに係る

名詞概念意味表現に集約することが出来,疑問応答を容易に行え

る.また, 既存の修飾値と依存関係の解釈により伝搬された値と

を比較することによって,入力文の衆偽判定を行うことが出来る.

5.おわりに

本稿では,意味表現中の属性値と属性値が参照する意味表現と

の間の依存関係において,係る側の概念と受け側の概念における

属性間に生じる意味的対応関係を利用した意味解釈手法を示した.

現在,我々の開発している情報家魔を操作するインテリジェン

トリモコンをテストベッドとした対話システムに,この解釈方法

の導入を予定している.今後,より広範な文構造に対して本手法の

有勧性を検証する必要がある.更に,複数文間の意味の対応づけに

よる意味解釈との連係を深めることで,更に多様な文の解釈を実

現するメカニズムを検討していきたい.
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